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P20　奴国写真館

今号の表紙
　4月9日、総合スポーツセンター（大谷）で、オープニングセ
レモニーが行われました。式後には、国内外で活躍する有名ス
ポーツ選手たちのトークショーの他、選手たちによる、小・中
学生を対象とした競技の直接指導が行われました(関連記事を
11ページに掲載)。



春日市文化協会　会員募集

春日書
し ょ ゆ う

友会 第2・4火曜日（午後） ふれあい文化センター 重
し げ

　☎（585）6013

春日市書道連盟

伯
は く び

美会 金曜日（月3回）
午前10時〜午後5時

ふれあい文化センター

東
ひがし

　☎（571）7985

彩
さ い が

画クラブ 第1・3土曜日
午後1時〜5時 牛

うしじま
島　☎（501）9916

櫟
くぬぎ

の会 第1・3火曜日
午後1時〜5時 岡

おか
　☎（501）9135

I
イ ズ ミ
ZUMI 第1・3水曜日

午後1時〜5時 川
かわぞえ

副　☎（585）9065

絵画連盟

墨
ぼ く ゆ う

遊会 第1・3金曜日
ふれあい文化センター 佐

さ え き
伯　☎（595）0827	

秦
し ん ぷ う

風墨彩画 第1火曜日 渡
わたなべ

辺　☎（582）2775

春日市水墨画連盟

木彫同好会 第1・3水曜日
午前9時〜午後0時45分

ふれあい文化センター
山
やまもと

本　☎（585）2929

伯
はくちょう

彫会 第2・4木曜日
午前10時〜午後4時 今

いまざと
里　☎（501）2949

木彫協会

春
しゅんよう

窯会 水・木曜日
午後6時〜9時

ふれあい文化センター
小
お が わ

川　☎（501）4795	

春日陶
と う ゆ う

友会 年82回
午前9時〜午後3時 嘉

か す う
数　☎（574）6548

春日市陶芸協会

楽しい春日万葉会 第3土曜日
午前9時30分〜正午 ふれあい文化センター 田

た む ら
村　☎（581）2445

楽しい春日万葉会

楽しい生涯学習サークル 第2・4水曜日
午前10時〜正午

ふれあい文化センター
松
ま つ お

尾　☎（574）2026

春日市短歌教室 第3日曜日
午前10時〜正午 重

しげとみ
富　☎（571）7156

生涯学習連盟

つくし俳句会 第1木曜日 昇町公民館
高
た か ぎ

木　☎（585）3524	
春日俳句会 第2土曜日（午後） ふれあい文化センター

春日市俳句協会

団体名 活動日 活動場所 代表者連絡先

　春日市文化協会は、市内で活動する文化団体の連携と交流による、市民文化の向上を目的に設立
されました。発足当時は13団体でのスタートでしたが、創立39年を迎えた今では、加盟団体も73団
体になり、会員数も増え、活発に活動しています。
　会員は随時募集しています。見学や無料体験も行っていますので、各団体に問い合わせてください。
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問い合わせ先　春日市文化協会（社会教育関係団体連絡室）　☎（502）0501（F兼用）

春日盆栽クラブ 第2日曜日
午前9時〜午後3時 ふれあい文化センター 秋

あ き ば
葉　☎（593）9013	

春日盆栽クラブ

春日市華道連盟 各流派指導者別 各流派指導者別 松
まつうら

浦　☎（584）1385

春日市華道連盟

表千家
各千家指導者別 各指導者自宅

ふれあい文化センター
山
やまむろ

室　☎（929）2173
裏千家 本

もとむら
村　☎（503）4362

春日市茶道連盟

春日市AVC
（16mm映写技術の会）

第3水曜日
午後7時〜9時 ふれあい文化センター 清

し み ず
水　☎（581）0582	

春日市ＡＶＣ

春日市写真連盟 第1金曜日
午後7時〜9時30分 ふれあい文化センター 白

しろうず
水 ☎090（3603）7292

春日市写真連盟

コーラス春日 火曜日　午前10時〜正午

ふれあい文化センター

大
お お く ぼ

久保　☎（585）5450
コーロ・なぎのき 木曜日　午前10時〜正午 稲

い な だ
田　☎（585）5251	

女声合唱団チャイカ 金曜日
午前9時45分〜正午 中

なかしま
島　☎（571）7094

混声合唱団つくしの風 土曜日　午後7時〜9時 中
なかやま

山　☎（573）0967

春日ゴスペル愛好会 金曜日
午後7時30分〜9時30分 春日原小学校 魚

う お や
屋 ☎090（3322）8540

春日市コーラス連盟

春日大正琴愛好会 月〜土曜日 市内13地区公民館
ふれあい文化センター 栗

くりはら
原  ☎（954）2308

春日大正琴愛好会

春日市民吹奏楽団 土曜日、第2・4日曜日
午後6時〜10時

ふれあい文化センター

綾
あ や べ

部 ☎090（9403）9004

ブルーレイン
ジャズオーケストラ 水曜日　午後7時〜10時 井

い も と
本 ☎090（2503）8336 

ノアール・
アンサンブル・ウィンズ

第1・3日曜日
午後1時〜5時 古

ふ る え
江 ☎080（5260）4070

春日市器楽連盟

惣利平成龍保存会 第2日曜日　午後8時〜 惣利公民館 稲
いねなが

永 ☎090（7380）9025

惣利平成龍保存会

春日太鼓保存会

第1・3土曜日
午前9時30分〜正午

ふれあい文化センター 樋
ひ ぐ ち

口 ☎090（1367）9799第2・4木曜日
午後7時〜10時

春日太鼓保存会

春日市囲碁連盟 毎週土曜日 ふれあい文化センター 木
こ ば

場　☎（575）0664

春日市囲碁連盟

団体名 活動日 活動場所 代表者連絡先
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華 第2・4水曜日 午後2時〜4時
ふれあい文化センター 下

しもかわ
川　☎（573）0641

秋桜 第1・3金曜日 午後1時〜3時

春日市前結び帯舞同好会

千
ち わ

和の会 月曜日、水〜金曜日 自宅稽古場（惣利1丁目）、春
日・若葉台東・上白水公民館 糸

いとやま
山　☎（575）3790

喜
き ゆ み

有美会

水曜日
午後1時30分〜4時 紅葉ヶ丘公民館

角
すみ

　☎（591）3245	土曜日
午前10時〜午後4時 自宅稽古場（惣利4丁目）

扇
せ ん し づ の

紫津乃会 月曜日　午後1時〜3時 千歳町公民館 井
い で

手　☎（596）5253

柳
り ゅ う び

美会（琉球舞踊）
火・木曜日　午後2時〜4時

自宅稽古場（桜ヶ丘7丁目） 石
い し だ

田 ☎090（4774）7640木・土曜日　午後7時〜9時

月
つ き す み

須美会 木曜日
午後1時30分〜3時30分 須玖北公民館 中

なかしま
島　☎（571）1518

寿
じ ゅ ぎ く

菊会 第1・3土曜日
午前10時〜正午

いきいきプラザ
自宅稽古場 石

い し い
井　☎（585）2090

須
す み ら ん

美蘭会 火・木・土曜日 下白水北公民館、
ちくし台公民館、自宅稽古場 下

しもむら
村　☎（574）5524

末広会 火曜日
午前11時〜午後4時 自宅稽古場（千歳町3丁目） 萩

は ぎ お
尾 ☎（596）1137（自宅）  

       ☎（574）1188（店）
綾
あ や

の会 随時 稽古場（大土居3丁目） 川
かわむら

村 ☎090（1922）2000
和
なごみ

の会 随時 自宅稽古場（惣利3丁目） 一
いちやま

山 ☎080（4282）0747

春日市舞踊連盟

秀
しゅうたい

岱会 火〜土曜日
午前10時〜午後9時 自宅稽古場（昇町1丁目） 本

ほんじょう

條（久原文化教室）
　　☎（581）8379

朝
ちょうせつ

雪会 月〜土曜日 市内各公民館
自宅稽古場（天神山2丁目） 石

いしかわ
川　☎（591）2354

はくすい会 水曜日　午後1時〜3時 自宅稽古場（平田台5丁目） 白
しろうず

水　☎（595）5078

秀
ひ で た み か

民樺会 月〜土曜日 自宅稽古場（小倉1丁目） 松
ま つ お

尾　☎（582）6129

最
も が み

上会 第1〜3土曜日
午後3時〜5時 日の出町公民館 橋

はしもと
本 ☎090（6637）6291

民俗楽颯
さっきょう

響 月〜金曜日 自宅稽古場（須玖北9丁目） 手
て し ま

島　☎（517）0032

山田会 火〜土曜日 自宅稽古場（松ヶ丘4丁目）、
松ヶ丘・須玖南・ちくし台公民館 山

や ま だ
田　☎（595）1211

若葉会
月・木曜日 若葉台東・若葉台西公民館

吉
よ し だ

田　☎（501）1997火曜日　午後7時〜9時
ちくし台公民館

月曜日　午前10時〜正午

春日市民謡連盟

春日市吟詠剣詩舞連盟 各会別（月4回程度） 各会別（主に公民館など） 山
やまぐち

口 ☎090（2088）1729

春日市吟詠剣詩舞連盟

観
か ん ぜ

世流・喜
き た

多流 各流派別 市内地区公民館など 加
かしょう

生　☎（591）5370

春日市謡曲連盟

団体名 活動日 活動場所 代表者連絡先
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問い合わせ先　春日市文化協会（社会教育関係団体連絡室）　☎（502）0501（F兼用）

6月4日㈯、5日㈰に「第24回かすが芸術祭〜凛として〜」を開催します。作品の展示
やステージでの発表など、会員の日頃の成果を披露します。ぜひ来場してください。
※詳しくは、「エイメッセ5・6月号」を見てください。

剣詩舞同好会
第3水曜日（午前） ふれあい文化センター

上
うえむら

村　☎（585）6097第1・4木曜日（午前） 須玖南公民館

剣詩舞同好会

手話ダンス同好会 毎月2回 市内地区公民館 米
よ ね や

谷　☎（571）5252

手話ダンス同好会

美
び ふ う

風会（尺八、横笛） 随時 自宅稽古場（大谷2丁目） 東
あずま

　☎（572）5323

和
わ ら く

楽（琴、三
さんげん

絃、尺八） 随時 稽古場（ちくし台2丁目） 岡
お か べ

部　☎（501）3647

藍
あ い の

乃会（琴、三
さんげん

絃） 随時 稽古場（日の出町3丁目）他 立
たちかわ

川　☎（501）7844

花
か の ん

音（琴、三
さんげん

絃、尺八） 月曜日 光町公民館 遠
えんどう

藤　☎（573）0827

春日三曲協会

キャッツ 第1・3火曜日
午後7時〜9時 いきいきプラザ 吉

よしかわ
川　☎（592）9857

M＆K 水・金曜日（いずれも月4回）
午前10時〜正午 天神山公民館、昇町公民館 松

まつもと
本 ☎090（1922）6649

スコティッシュカントリー
ダンス フローラ

土・日曜日（月2回）
午後1時30分〜4時30分 ふれあい文化センター 谷

たにもと
本 ☎090（9584）3768 

春日市社交ダンス同好会

Ｊ・ステップダンス
火曜日

【小学生】午後5時〜6時
【中学生以上】午後6時〜7時

いきいきプラザ 権
ごんどう

藤 ☎090（7440）3284

ゴールデンキッズ 火・金曜日 春日東小学校、春日南小学校 杉
すぎやま

山 ☎090（6891）1656

春日市ダンス連盟

テオラテ・オアオア
第1・3水曜日 午後1時〜5時

ふれあい文化センター
古
ふるかわ

川 ☎090（1191）0077第2・4水曜日 午後6時〜10時
金曜日 午後7時〜9時 白水ヶ丘公民館

オリ・タヒチ・アヌアヌア 火曜日　午後7時30分〜 いきいきプラザ 吉
よ し だ

田 ☎090（5087）3755

フラ・ハラウ・モーハラ
NOBUKO

水曜日　午後7時30分〜 いきいきプラザ、
ふれあい文化センター 長

ながしま
島　☎（571）5018木曜日　午後1時〜

プアラニ・アロハ 木曜日（月3回） 午前10時〜 ふれあい文化センター 吉
よしとみ

富 ☎090（4486）8168

プア レフア
水曜日（月3回）　午前
※初級・上級 ふれあい文化センター 林

はやし
 ☎090（9476）6836

水曜日（月2回）　午後8時〜

フラ･タヒチ連盟

団体名 活動日 活動場所 代表者連絡先
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計 画の目的
　循環型社会を構築するために必要な取り組
みを定め、環境行政を円滑に推進することを
目的とします。

3Ｒの推進によるごみ減量の目標

問い合わせ先　環境課ごみ減量担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1147

基 本目標

3Ｒ推進のための目標と重点施策

「3Ｒの推進による循環型都市づくり」
　循環型都市づくりを実践するためには、市民、事業
者、行政が一体となって、限りある資源を有効利用
するとともに、ごみの処理量を縮減するため、ごみの
発生抑制（リデュー
ス）、再使用（リユー
ス）、再生利用（リサ
イクル）の3Ｒを推
進する必要がありま
す。

●家庭から出るごみの一人一日当たり排出量

　543g／人・日（平成26年度）

　514g／人・日以下（平成32年度）

●事業所からのごみ総排出量　

　7,394t（平成26年度）

　7,143t以下（平成32年度）

①家庭系可燃ごみ中の紙類の資源化推進
　集団回収による紙資源のリサ
イクルを推進します。

②家庭系可燃ごみ中の生ごみの減量、堆肥化の推進
　堆肥化容器の購入補助などを通じて生ごみの減
量、堆肥化を推進します。

③事業系ごみの減量推進
　事業系古紙の回収事業補助や事業所
へのごみ減量指導を通じて、事業所か
ら発生するごみの減量を推進します。

コンポスト3R

発生・抑制

再生利用

再利用

一般廃棄物処理基本計画を策定しました一般廃棄物処理基本計画を策定しました一般廃棄物処理基本計画を策定しました

　今後もごみの処理状況や施策の実施状況などについて、随時皆さんに分かりやすく情報をお伝えするこ
とで、市民、事業者、行政が現状を認識し、循環型の都市づくりができるよう努めます。

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
私
た

ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

限
り
あ
る
資
源
を
大
切

に
使
お
う
ね
！

☎　電話番号　F　ファックス番号　

　市は、平成28年3月に循環型社会の構築を目指し、平成32年度を目標年度とす
る「一般廃棄物処理基本計画」を策定しましたので、その概要をお知らせします。
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春日市地域しあわせプラン２０１６
策定しました

☎　電話番号　F　ファックス番号　

計画の基本理念
みんなで支え合う　誰にも優しいまち かすが

　本計画では、地域福祉の観点から、行政や社会福祉事業者をはじめ、地域住民一人一人が地域の生活
課題に主体的にかかわり、サービスの担い手としても参画していく協働のまちづくりを実現することで、
「一人一人の住みよさを実現する」ことにつなげていきます。

問い合わせ先
▷市福祉支援課地域福祉担当（市役所１階）　☎（584）1111(代表）　F（584）3090
▷市社会福祉協議会　☎（581）7225　F（581）7258

4．安全・安心・快適に暮らせるまちづくり

3．健やかにいきいきと暮らせるまちづくり

1．顔の見える支え合いのまちづくり

❶ 地域福祉の意識づくりと心のバリアフリー（※1）の促進

❷ 地域における交流・ふれあいの促進

❸ 地域における支え合いとボランティア活動の促進

❶ きめ細やかな情報提供・相談支援体制づくり

❷ 地域のニーズに対応したサービス基盤の整備

❸ 適切なサービス利用の促進 

❶ 地域における健康づくり・介護予防の促進

❷ 生きがい活動の促進

❸ 生活困窮者への自立支援

❶ 緊急時・災害時の助け合いの仕組みづくり

❷ 地域における見守り・防犯活動の促進

❸ ユニバーサルデザイン（※2）のまちづくりと生活環境の保全

2．利用者に 合った必要なサービスが受けられるまちづくり

み
ん
な
で
支
え
合
う
誰
に
も
優
し
い
ま
ち 

か
す
が

計画の基本目標

　市は、市社会福祉協議会と共同で、平成28年度から平成32年度までの５年間を計画年度とする「春日
市地域しあわせプラン２０１６（春日市地域福祉計画・地域福祉活動計画）」を策定しました。
　前計画の進捗状況、５年間の市民の皆さんの地域福祉に関する意識やサービスニーズの変化、社会状
況の変化などの検証を行い、市民の皆さんの意見を集約して、地域に暮らす「一人一人の住みよさを実
現する」ための指針となるべきものとなっています。

（※1）障壁となるものを
取り除き、生活しやすく
すること。

（※2）年齢、性別、国籍、個
人の能力にかかわらず
はじめからできるだけ
多くの人が利用可能な
ように、利用者本位、人
間本位の考えに立って
デザインすること。
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☎　電話番号　F　ファックス番号

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
市
長
が

各
地
区
公
民
館
を
訪
問
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

　
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
会
場

▽
５
月
16
日
㈪　
日
の
出
町
地
区
公
民

館
▽
５
月
17
日
㈫　
岡
本
地
区
公
民
館

▽
５
月
24
日
㈫　
桜
ヶ
丘
地
区
公
民
館

▽
５
月
25
日
㈬　
サ
ン
・
ビ
オ
地
区
公

民
館

▽
５
月
26
日
㈭　
須
玖
北
地
区
公
民
館

▽
５
月
30
日
㈪　
小
倉
地
区
公
民
館

▽
５
月
31
日
㈫　
昇
町
地
区
公
民
館

時
間　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

地区トーク　５月の日程
秘書広報課 広報広聴担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1145

震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
、
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
住
宅　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
住
宅

▽
市
内
に
存
在
す
る
木
造
戸
建
て
住
宅
で

あ
る

▽
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
ま
た

は
工
事
着
工
し
た
も
の
で
あ
る

▽
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
点
が

１・０
未
満
で
あ
る

▽
本
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
過
去

に
受
け
て
い
な
い

▽
居
住
者
ま
た
は
居
住
予
定
者
が
い
る

▽
耐
震
改
修
工
事
で
建
築
基
準
法
お
よ
び

関
係
法
令
の
規
定
に
違
反
し
な
い

※
申
請
は
工
事
着
工
前
の
み
可
能
で
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
本
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
過
去

に
受
け
て
い
な
い

▽
市
の
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▽
暴
力
団
関
係
者
で
な
い

補
助
金
額　

耐
震
改
修
工
事
費
の
20
％

（
上
限
30
万
円
）

募
集
件
数　
10
件
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
請
期
限　
平
成
29
年
2
月
24
日
㈮

※
実
績
報
告
の
提
出
締
切
日
は
、
平
成
29

年
3
月
10
日
㈮
で
す
。

注
意
事
項

▽
申
請
前
に
事
前
相
談
が
必
要
で
す（
耐

震
診
断
、
工
期
、
対
象
要
件
な
ど
）

▽
既
に
耐
震
改
修
工
事
に
着
工
し
て
い
る

場
合
は
、
補
助
対
象
外
で
す

▽
補
助
対
象
工
事
は
、
建
物
全
体
ま
た
は

１
階
部
分
の
上
部
構
造
評
点
が
１・
０

以
上
に
な
る
よ
う
補
強
す
る
工
事
お
よ

び
こ
れ
に
伴
う
耐
震
設
計
で
す（
工
事

監
理
を
含
む
）

▽
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ど
を
同
時
に
行
う

場
合
、
耐
震
改
修
工
事
部
分
以
外
は
補

助
対
象
外
で
す

○
ま
ず
は
、
耐
震
診
断

　
耐
震
診
断
は
、
福
岡
市
耐
震
推
進
協

議
会
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

費
用　
３
０
０
０
円

耐
震
診
断
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同

協
議
会

☎（
７
２
４
）７
７
４
４

F（
７
３
９
）６
３
８
０

木造戸建て住宅耐震改修補助金交付制度を知っていますか
都市計画課 計画担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1143

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの
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３
月
11
日
に
春
日
西
中
学
校
区
、
３
月
25
日
に
春
日
北
中
学
校

区
で
、地
区
自
治
会
、春
日
警
察
署
署
員
、交
通
安
全
指
導
員
、

市
職
員
が
合
同
で
自
転
車
無
灯
火
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
春
日
西
中
学
校
区（
白
水
ヶ
丘
、上
白
水
、下
白
水
南
、下
白
水
北
、

泉
）

日
時　
３
月
11
日
㈮

午
後
８
時
〜
８
時
30
分

参
加
人
数　
地
区
自
治
会
21
人
、
交
通
安
全
指
導
員
11
人
、
市
職

員
５
人
、
春
日
警
察
署
署
員
１
人

○
春
日
北
中
学
校
区（
桜
ヶ
丘
、須
玖
北
、岡
本
、サ
ン
ビ
オ
、日
の
出
）

日
時　
３
月
25
日
㈮

午
後
８
時
〜
８
時
30
分

参
加
人
数　
地
区
自
治
会
23
人
、
交
通
安
全
指
導
員
11
人
、
市
職

員
５
人
、
春
日
警
察
署
署
員
２
人

　
夜
間
の
無
灯
火
運
転
は
大
変
危
険
で
す
。
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を

つ
け
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
転
車
は
左
側
通
行
が
原
則
で

す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

自転車無灯火街頭啓発を行いました
安全安心課 防犯安全担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1143

内容 人数

通過自転車台数 137

灯火台数 120

無灯火台数 17

指導者数 15

内容 人数

通過自転車台数 201

灯火台数 159

無灯火台数 42

指導者数 35

無灯火率12.4％無灯火率20.8％

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
、

賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
を
受
け
づ

ら
い
低
所
得
の
高
齢
者
を
支
援
し
、
平
成

28
年
前
半
の
個
人
消
費
の
下
支
え
に
な
る

よ
う「
高
齢
者
向
け
給
付
金（
低
所
得
の
高

齢
者
向
け
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
）」を
給
付
し
ま
す
。

　
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
、
市
か
ら
申
請

書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
給
付
の
対
象
か
ど
う
か
を
電
話
で
答
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
人

▽
生
年
月
日
が
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前

で
あ
る

▽
平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
春
日
市
に

住
民
登
録
が
あ
る

▽
平
成
27
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税
が
非

課
税
で
あ
り
、
課
税
者
の
扶
養
親
族
に

な
っ
て
い
な
い

▽
平
成
27
年
１
月
２
日
〜
平
成
28
年
４
月

１
日
に
、
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な

い
給
付
額　
１
人
３
万
円

申
請
受
付
期
限　

８
月
31
日
㈬（
当
日
消

印
有
効
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

市「
臨
時
福

祉
給
付
金
」窓
口（
市
役
所
２
階

２
０
７
会
議
室
）

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎（
７
０
７
）１
１
９
２

F（
５
８
４
）３
０
９
０

▽
春
日
市
高
齢
者
向
け
給
付
金

http://w
w
w
.city.kasuga.

fukuoka.jp/fukushi/jigyou/
kyuufukin.htm

l

▽
厚
生
労
働
省　
確
認
じ
ゃ
！
給
付
金

http://w
w
w
.2kyufu.jp/

「高齢者向け給付金」の申請受け付け開始
福祉支援課 地域福祉担当　☎（584）1111（代表）　F（584）3090

△申請書見本
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地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険

税（
国
保
税
）を
、
平
成
28
年
度

か
ら
次
の
と
お
り
改
定
し
ま

す
。

　

今
年
度
の
税
額
に
つ
い
て

は
、
６
月
中
旬
に
納
税
通
知
書

を
郵
送
し
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
た
だ
し
、
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
世
帯
に
つ
い
て
は
、
７

月
中
旬
に
納
税
通
知
書
を
郵
送

し
ま
す
。

○
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ

　
国
保
税
の
賦
課
限
度
額
を

次
の
と
お
り
引
き
上
げ
ま

す
。

▽
医
療
給
付
費
分　

52
万
円
→
54
万
円

▽
後
期
高
齢
者
支
援
金
分　

17
万
円
→
19
万
円

※
介
護
納
付
金
分
は
、
16
万

円
か
ら
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。

※
賦
課
限
度
額
の
合
計
は
、

年
間
89
万
円
で
す
。

○
軽
減
対
象
世
帯
の
拡
大

　
国
保
税
の
５
割
軽
減
と
２

割
軽
減
に
つ
い
て
、
軽
減
判

定
の
基
準
所
得
の
引
き
上
げ

な
ど
を
行
い
、
軽
減
措
置
の

対
象
世
帯
を
拡
大
し
ま
す
。

平成28年度国民健康保険税を改定します
国保医療課 国保担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1141

春
日
市
公
・
私
立
保
育
園（
所
）の
合
同
就
職
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
内
の
認
可
保
育
園（
所
）全
11
園
が
そ
れ
ぞ
れ

ブ
ー
ス
を
設
け
、
各
園
の
特
色
や
保
育
方
針
、
仕
事

内
容
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
は

話
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
人
も
大
歓
迎
で
す
。
子

ど
も
の
笑
顔
に
包
ま
れ
た
保
育
園（
所
）で
、
働
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
に
加
え
、
短
時
間
勤
務（
１
日

４
時
間
程
度
勤
務
、
週
３
日
程
度
の
勤
務
）も
あ
り

ま
す
。

　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
、
開
催
時
間
内
は
自
由

に
出
入
り
で
き
ま
す
。
普
段
着
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

日
時　
５
月
21
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時（
開
場
：
午
後
１
時
）

場
所　
大
会
議
室（
市
役
所
２
階
）

参
加
保
育
園　
昇
町
保
育
所
、
春
日
原
保
育
所
、
須

玖
保
育
所
、
大
和
保
育
所
、
岡
本
保
育
所
、

白
水
保
育
所
、
春
日
中
央
保
育
園
、
若
竹
保

育
園
、あ
い
あ
い
保
育
園
、ま
み
ぃ
保
育
園
、

春
日
や
よ
い
保
育
園

未来の保育士や保育士資格を持っている人へ
こども未来課 保育担当　☎（584）1111（代表）　F（584）1115

市
内
の
団
体
や
企
業
、
グ
ル
ー
プ（
市

民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・
通
学
す

る
５
人
以
上
）を
対
象
に
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
促
進
の
た
め
の
研
修
会
、
講
演

会
、
講
座
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
経
費
の
一

部
を
支
援
し
ま
す
。

　
申
請
団
体
は
、
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
の
研
修
室
を
利
用
で
き
ま
す
。

支
援
金　

講
師
謝
金
、
託
児
費
用（
全
て

市
の
基
準
に
よ
る
）

回
数　
１
団
体
に
つ
き
１
年
度
当
た
り
１

回

申
請
方
法　
研
修
な
ど
の
実
施
予
定
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
、
申
請
書
を
提

出
す
る

※
申
請
書
は
、
市
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
窓
口
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.city.kasuga.

fukuoka.jp/

）か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

男女共同参画の研修会開催などを支援します
人権市民相談課 人権男女共同参画担当　☎（584）1201（代表）　F（584）1181

△市男女共同参画センターじょなさん



トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜

春日市総合スポーツセンター

開館記念/
春日市チャレンジ
スポーツフェスタ

　総合スポーツセンター（大谷6-28）の開館に合わせ4月9日、10日に開館記念行事「春日市チャレンジスポーツフェ
スタ」を行いました。
　フェスタの中で小中学生を対象に、直接トップアスリートが指導やトークショーを行いました。
　午前中のチャレンジスポーツ体験では、普段スポーツに取り組んでいない子どもたちなどにも、それぞれラグビー、
卓球、バドミントン、バスケットボールを指導。午後からのスポーツクリニックでは、各競技経験者がトップアスリー
トから直接指導を受けました。
　トークショーの中で、プロ卓球選手の四

よつもと
元奈

な お み
生美さんは、毎日卓球日記をつけることや、コツコツ練習して試合の

イメージを植え付けることの大事さを語りかけました。
　また、ラグビー元日本代表の大

おおはた
畑大
だいすけ
介さんと淵

ふちがみ
上宗

そう し
志さんは、福岡のラグビーのレベルは高く、この日は小学生の

レベルを超えた練習をしたことや、「将来この中からきっとプロ選手が出るのでは」などと話しました。
　ラグビーの指導を受けた春日原小学校６年の前

まえだ
田敦

あつ し
史さんは「どのタイミングで走ったらいいかを教えてもらった。

いつもの練習と違っていて、楽しかったし、有名な選手に教えてもらって、うれしかった」と感想を述べました。

市 報 か す が
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イ
ベ
ン
ト

参
加
し
ま
せ
ん
か

雨
の
季
節
の
お
は
な
し
会

　
３
歳
ぐ
ら
い
か
ら
楽
し
め
る
内
容
で

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

日
時　
６
月
11
日
㈯

午
前
11
時
〜（
１
時
間
程
度
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

１
階
集
会
室
Ｂ（
大
谷
６
ー
24
）

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

絵
画
グ
ル
ー
プ「
伯
美
会
」

伯
美
展

　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
学
ぶ
絵

画
グ
ル
ー
プ「
伯
美
会
」会
員
の
展
示
会

で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

期
間　
５
月
25
日
㈬
〜
29
日
㈰

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
25
日

は
午
後
１
時
か
ら
、
29
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
大
谷
６
ー

24
）

問
い
合
わ
せ
先　
東

ひ
が
し

☎（
５
７
１
）７
９
８
５（
F
兼
用
）

ス
ポ
ー
ツ

初
心
者
歓
迎

一般
男
女
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
盛
ん
な
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
老
若
男
女
問
わ
ず
初
心
者
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

対
象　
市
内
居
住
者

日
程　
６
月
８
日
〜
29
日
の
毎
週
水
曜

日（
全
４
回
）

時
間　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
所　

春
日
小
学
校（
昇
町
１
ー

１
４
２
）

受
講
料　
１
０
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ
保

険
別
）

申
込
方
法　

６
月
６
日
㈪
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会　
林

は
や
し

☎
０
９
０（
２
０
８
７
）１
２
７
５

F（
５
８
２
）２
１
５
９

健　

康

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　
生
活
習
慣
病
や
子
ど
も
の
食
事
の
内

容
が
気
に
な
る
人
な
ど
、
食
生
活
に
関

す
る
悩
み
に
つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日　
５
月
25
日
㈬
、
６
月
８
日
㈬

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー

ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

子
育
て

地
域
子
育
て
事
業
支
援
者
交
流
会

参
加
者
募
集

　
地
域
子
育
て
事
業
支
援
者
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
乳
幼
児
の
健
や
か
な
発
達

と
、
保
護
者
の
育
児
不
安
の
解
消
や
友

達
づ
く
り
を
目
的
に
、
自
治
会
で
の
子

育
て
サ
ロ
ン
や
自
主
運
営
の
育
児
サ
ー

ク
ル
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
や
サ
ー
ク
ル
で「
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
」、「
会
を
運
営
し

て
い
く
上
で
感
じ
る
こ
と
」な
ど
を
話

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
自
主
育
児
サ
ー
ク
ル
や
自
治
会

の
子
育
て
サ
ロ
ン
に
携
わ
っ
て

い
る
人
や
今
後
活
動
予
定
の

人
、
サ
ロ
ン
・
サ
ー
ク
ル
活
動

の
支
援
に
関
心
が
あ
る
人

日
時　
６
月
29
日
㈬

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大

会
議
室（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

内
容　
市
の
子
育
て
支
援
報
告
、
歌
や

遊
び
、
情
報
交
換
会
な
ど

申
込
方
法　
６
月
10
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、
電
話
番

号
、
サ
ー
ク
ル（
サ
ロ
ン
）名
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
担
当（
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

F（
５
０
１
）０
０
５
１

ko
so

d
ate@

city.kasuga.
fukuoka.jp

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111

☎　電話番号　F　ファックス番号　 　 メ ー ル ア ド レ ス

ひ
っ
た
く
り
に
要
注
意　

　
ひ
っ
た
く
り
は
ひ
と
た
び
発
生
す

れ
ば
、
狭
い
範
囲
で
連
続
し
て
発
生

す
る
犯
罪
で
す
。

　
特
に
、
女
性
や
お
金
を
下
ろ
し
た

ば
か
り
の
人
、
音
楽
を
聞
き
な
が
ら

歩
い
て
い
る
人
な
ど
が
狙
わ
れ
ま
す
。

　
ひ
っ
た
く
り
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

▽
バ
ッ
グ
は
車
道
と
反
対
側
の
手
に

持
つ
な
ど
、
持
ち
手
を
意
識
し
ま

し
ょ
う
。

▽
斜
め
が
け
バ
ッ
グ
な
ど
、
盗
ま
れ

に
く
い
バ
ッ
グ
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

▽
人
通
り
の
少
な
い
道
や
暗
い
道
で

は
、時
々
後
ろ
を
振
り
返
っ
た
り
、

後
方
か
ら
来
る
バ
イ
ク
や
自
転
車

の
近
づ
く
音
に
注
意
し
た
り
し
な

が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う
。

▽
自
転
車
の
カ
ゴ
に
は
、
防
犯
ネ
ッ

ト
を
付
け
た
り
、
大
き
め
の
雑
誌

を
乗
せ
た
り
し
て
防
犯
効
果
を
高

め
ま
し
ょ
う
。

安
全

安
心

問
い
合
わ
せ
先

▼
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

　
F（
５
８
４
）１
１
４
３

▼
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　
☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）
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▽
保
育
士
に
よ
る
相
談（
希
望
者
の
み
）

定
員　
15
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
５
月
18
日
㈬
〜
31
日
㈫
の

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も

の
名
前
、
生
年
月
日
、
居
住
地

区
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未
来

課
児
童
担
当（
須
玖
児
童
セ
ン

タ
ー
内
）

☎（
５
７
３
）２
４
３
１

F（
５
８
４
）７
７
３
９

sugu-j@
city.kasuga.fuku 

oka.jp

み
ん
な
で
子
育
て
フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

お
ね
が
い
会
員
説
明
会

　
子
育
て
の
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い
人

（
お
ね
が
い
会
員
）と
子
育
て
の
手
伝
い

を
し
た
い
人（
ま
か
せ
て
会
員
）が
支
え

合
う「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
か
す
が
」の
お
ね
が
い
会
員
に
な

る
た
め
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　
受
講
は
無
料
で
、
託
児（
生
後
３
カ

月
以
上
、
無
料
、
先
着
20
人
）も
行
い

ま
す
。

※
子
ど
も
の
同
席
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
６
月
18
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
視
聴
覚

室（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※
託
児
室
は
３
階
和
室
で
す
。

持
っ
て
く
る
も
の　

証
明
写
真
２
枚

（
縦
３
㎝
×
横
２・
５
㎝
）、
筆

記
用
具

申
込
方
法　
５
月
16
日
㈪
〜
６
月
３
日

㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

参
加
者
募
集

　
生
後
２
カ
月
か
ら
生
後
６
カ
月（
平

成
27
年
12
月
〜
平
成
28
年
３
月
生
ま

れ
）の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、
お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
や
友
達
づ
く

り
を
応
援
す
る
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士

で
、
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、
初

め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象
で

す
。

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

日
程　
６
月
３
日
㈮
、
８
日
㈬

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　

▽
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な
ど
）

▽
保
護
者
同
士
の
交
流
会

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児

の
有
無
を
伝
え
る

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
フ
ァ
ミ
リ
ー・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す
が

事
務
局（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
０
１
）０
０
５
１

fam
isap

o
@

city.kasuga.
fukuoka.jp福　

祉

市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
全
血
献
血
に
ご
協
力
を

　
治
療
に
必
要
な
血
液
は
、
全
て
献
血

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
血
液
は
長
期

間
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
献

血
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
年
齢
や
体
重
な
ど
、
献
血
に

は
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

問い合わせ先　環境課環境保全担当
☎（584）1111（代表）　F（584）1147

大切な地球を守るために

○緑のカーテンについて
　夏の省エネに楽しく取り組む方法
の１つとして、市は「緑のカーテン」
を推奨しています。
　植物で窓一面を覆い、窓から差し
込む直射日光を遮り、室内の温度の
上昇を抑えます。さらに、壁や地面
への日射しも防ぐことができれば、
放射熱の発生も抑えることができる
ので、室内環境を快適な状態に保つ
ことができます。
　また、ゴーヤやキュウリなどの実
のなる植物を使えば、収穫して食べ
る楽しみもあるため、家庭で実施す
る省エネとしては最適です。
　種から育て始める場合は、５月ご
ろから始めると、一番暑い時期に植
物が大きくなっています。窓一面を
覆うほど植物を育成するためには、
肥料を追加していく必要がありま
す。この際、生ごみを利用した堆肥
を使えば、その後に何回も追肥する
必要もなく、手間もかかりません。
家庭から出るごみの約４割を占める
生ごみもリサイクルできるので、ご
み減量にもつながり、一石二鳥です。
　このように、緑のカーテンに取り
組むことは、たくさんの利点があり
ます。
　今年の夏は「緑のカーテン」を作
り、見た目にも涼しく夏を乗り切っ
てみませんか。
※市役所でも、ゴーヤを使った緑の

カーテンに取り組んでいます。実
際に植物を育てる過程で出た疑問
点や問題は、
気軽に問い
合わせてく
ださい。

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
25
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

持
っ
て
く
る
も
の　
献
血
カ
ー
ド（
手

帳
）

※
同
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免

許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
協
議
会（
市
福
祉

支
援
課
内
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）３
０
９
０
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春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

平
成
２
８
年
度
総
会

　
同
会
の
前
年
度
活
動
報
告
や
本
年
度

活
動
計
画
な
ど
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

　
同
会
の
活
動
内
容
に
興
味
が
あ
る
人

は
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
弁
当
を
準
備
し
ま
す
の
で
、
事
前
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
一
人
親
家
庭
の
親
子（
寡
婦
含

む
）・
同
母
子
寡
婦
福
祉
会
会

員

※
入
会
を
希
望
す
る
人
は
、
年
会
費

５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

日
程　
５
月
28
日
㈯

内
容

▽
総
会　
午
後
６
時
30
分
〜

▽
懇
談
会　
午
後
８
時
〜

場
所　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
会
白
水
大
池
公
園

「
虹
の
売
店
」

☎（
５
９
６
）９
９
２
５（
F
兼
用
）

県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

一人
親
家
庭
の
た
め
の
就
業
支
援
事
業

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
一
人
親
家
庭
の
母

や
父
、
寡
婦
を
対
象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
て
就
業
を
支
援
す
る
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
支
援
を
希
望
す
る
人
は
、
面
談
を
行

い
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
る
か
、
直

接
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
時
間

▽
月
〜
金
曜
日（
年
末
年
始
、
祝
日
を

除
く
）　

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
日
曜
日　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　
同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３
ー
１
ー

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６
階
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

県
肢
体
不
自
由
児
療
育
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

○
進
行
性
筋
萎
縮
症
児
の
キ
ャ
ン
プ

対
象　
県
内
の
進
行
性
筋
萎
縮
症
児

と
そ
の
保
護
者

日
程　
７
月
23
日
㈯
〜
24
日
㈰

場
所　
「
湧
水　
千
石
の
郷
」（
福
岡

市
早
良
区
石い

し
が
ま釜
３
３
３
ー

２
）

定
員　
30
人

○
海
の
キ
ャ
ン
プ

対
象　
県
内
の
小
学
３
年
生
〜
中
学

生
で
在
宅
肢
体
不
自
由
児

日
程　
８
月
10
日
㈬
〜
12
日
㈮

場
所　

県
立
少
年
自
然
の
家「
玄

海
の
家
」（
宗
像
市
神こ

う
の
み
な
と湊

１
２
７
６
）

定
員　
50
人

○
山
の
キ
ャ
ン
プ

対
象　
県
内
の
小
学
３
年
生
〜
中
学

生
で
在
宅
肢
体
不
自
由
児

日
程　
８
月
25
日
㈭
〜
27
日
㈯

場
所　
や
す
ら
ぎ
荘（
朝
倉
郡
筑
前

町
大
字
三さ

ん
が
や
ま

箇
山
５
０
８
）

定
員　
30
人

※
海・山
の
キ
ャ
ン
プ
は
、状
況
に
よ
っ

て
高
校
生
で
も
参
加
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　
５
月
25
日
㈬（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
、
申
込
用
紙
を

提
出
す
る

※
申
込
用
紙
は
、
５
月
２
日
㈪
以
降
、

市
福
祉
支
援
課（
市
役
所
１
階
）、
筑

紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所（
大
野
城

市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー
25
）窓
口
で
入

手
で
き
ま
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
専
門
の
医
師

に
よ
る
書
類
審
査
後
、
抽
選
で
決
定

し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
公
益
財
団
法

人
福
岡
県
肢
体
不
自
由
児
協
会

（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町
３
ー

１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

内
）

☎（
５
８
４
）５
７
２
３（
F
兼
用
）

環　

境

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

　
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
、
再
利

用
で
き
る
自
転
車
や
ス
チ
ー
ル
家
具

（
陶
器
な
ど
を
含
む
）を
展
示
し
、譲
渡・

販
売（
自
転
車
）し
ま
す
。

　
日
替
わ
り
品
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象　
春
日
市
・
大
野
城
市
に
住
ん
で

い
る
人

展
示
期
間　

６
月
７
日
㈫
〜
12
日
㈰

（
11
日
㈯
を
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　
同
プ
ラ
ザ（
春
日
公
園
６
ー
２
）

展
示
品
目　
自
転
車（
約
30
台
）、
ス

チ
ー
ル
家
具（
陶
器
な
ど
を
含

む
）（
約
１
０
０
点
）、
日
替
わ

り
品

申
込
方
法　
期
間
中
に
同
プ
ラ
ザ
で
申

込
書
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項

を
記
入
し
た
後
、
持
参
し
た
52

円
は
が
き（
表
面
に
申
込
者
の

住
所
と
氏
名
を
記
入
、
裏
面
が

無
記
入
で
白
紙
の
も
の
）と
一

緒
に
提
出
す
る

注
意
事
項

▽
来
場
者（
本
人
）の
み
の
申
し
込
み
に

限
り
ま
す
。

▽
自
転
車
・
ス
チ
ー
ル
家
具（
陶
器
な

ど
を
含
む
）は
、
１
つ
の
住
所
で
各

１
点
ま
で
申
し
込
め
ま
す
。

▽
同
一
住
所（
二
世
帯
も
含
む
）で
複
数

は
が
き
で
申
し
込
ん
だ
場
合
は
、
全

て
無
効
と
し
ま
す
。

▽
自
転
車
は
、
１
台
２
５
０
０
円（
税

込
み
、
防
犯
登
録
料
５
０
０
円
を
含

む
）が
必
要
で
す
。

▽
自
転
車
の
申
し
込
み
は
、
前
回
の
当

選（
当
選
辞
退
も
含
む
）か
ら
１
年
以

上
経
過
し
た
人
が
対
象
で
す
。

抽
選
・
引
き
取
り

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、
６
月
15
日
㈬

の
午
前
９
時
に
抽
選
を
行
い
、
抽
選

結
果
を
申
込
者
全
員
に
は
が
き
で
知

ら
せ
ま
す
。

▽
当
選
品
は
、６
月
20
日
㈪
〜
24
日
㈮

の
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
に
引

き
取
っ
て
く
だ
さ
い（
引
取
期
間
厳

守
）。

▽
当
選
後
引
き
取
り
が
な
い
場
合
は
、

そ
の
後
１
年
間
は
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
プ
ラ
ザ（
〒
816
ー

０
８
１
１
春
日
公
園
６
ー
２
）

☎（
５
９
６
）７
０
６
６

F（
５
９
５
）４
１
４
０

講
演
講
座

春
日
大
野
城
那
珂
川
消
防
署

救
命
講
習
会

　

人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）、
そ
の
他
の

応
急
措
置
を
身
に
つ
け
る
救
命
講
習
で

す
。
受
講
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂
川

町
に
居
住
、
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
中
学
生
以
上
の
人

日
時　
６
月
５
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分

場
所　
同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
署
本

署
救
急
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１
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女
性
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

ふ
く
お
か
女
性
い
き
い
き
塾
生
募
集
中

　

地
域
や
企
業
な
ど
で
活
躍
す
る
女

性
の
人
材
育
成
の
た
め
の
講
座
で
す
。

「
も
っ
と
成
長
し
た
い
」、「
意
欲
の
高

い
仲
間
と
出
会
い
た
い
」な
ど
の
思
い

を
持
っ
た
皆
さ
ん
、
新
た
な
可
能
性
に

向
か
っ
て
一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
参
加
は
無
料（
交
流
会
費
な
ど
個
人

負
担
分
を
除
く
）で
、
託
児
も
あ
り
ま

す
。

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
県
内
に
住
む
満
20
〜
50
歳
の
女

性

期
間　
７
月
か
ら
平
成
29
年
２
月
ま
で

（
全
10
回
、
月
１
〜
２
回
程
度

開
催
、
原
則
土
曜
日
）

場
所　
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ

す
ば
る
他（
原
町
３
ー
１
ー
７

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

内
容　

▽
講
義
お
よ
び
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
課
題
研
究

申
込
期
限　
６
月
10
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　
あ
す
ば
る
事
業
推
課

☎（
５
８
４
）１
２
６
１

F（
５
８
４
）１
２
６
２

info@
asubaru.or.jp

筑
紫
食
品
衛
生
協
会

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

　
食
品
衛
生
法
で
施
設
ご
と
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
食
品
衛
生
責
任

者
の
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
る
た
め

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

対
象　
食
品
関
係
営
業
者
、
従
事
者
、

受
講
を
希
望
す
る
人

日
時　
６
月
２
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
受
付：

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
）

※
途
中
の
入
退
場
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
ク

ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

受
講
料　
８
０
０
０
円

※
講
習
会
修
了
後
に
修
了
書
を
交
付
し

ま
す
。

定
員　
２
８
０
人

問
い
合
わ
せ
先　

▽
同
協
会（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー

５
ー
25
筑
紫
総
合
庁
舎
内
）

☎（
５
７
５
）５
０
５
６

F（
９
８
２
）８
３
１
９

▽
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健
衛

生
課

☎（
５
１
３
）５
５
８
２

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

　
社
会
福
祉
施
設（
10
人
以
上
収
容
）、

店
舗
や
飲
食
店
な
ど
の
不
特
定
多
数
の

人
が
出
入
り
す
る
建
物（
30
人
以
上
収

容
）、
工
場
や
共
同
住
宅
な
ど（
50
人
以

上
収
容
）で
、
消
防
法
に
よ
り
選
任
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
防
火

管
理
者
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
講

習
会
で
す
。

日
時　
６
月
７
日
㈫
、
８
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
遅
刻
、
途
中
退
席
の
場
合
は
、
講

習
を
修
了
し
た
と
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

場
所　
同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

受
講
料　
３
５
０
０
円

定
員　
65
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
受
講
者
本
人
が
確
認
で

き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

を
持
参
し
て
、
同
消
防
本
部
、

消
防
署
、
各
出
張
所
の
い
ず
れ

か
に
提
出
す
る（
郵
送
、
電
話

で
の
申
し
込
み
は
不
可
）

※
申
込
書
は
同
消
防
署
窓
口
か
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（http://fukuoka.kon 

119.or.jp/

）か
ら
も
入
手
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
本
部
予
防
課

指
導
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
５

F（
５
８
４
）１
２
０
０

ま
ご
こ
ろ
訪
問
事
業
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
者
募
集

　
生
活
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
日
常
生

活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
な
ど
を
支
援
す
る
、
ま
ご

こ
ろ
訪
問
事
業
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講

座
を
行
い
ま
す
。

　
講
座
修
了
後
に
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
市
内
高
齢
者
の
生
活
の
手
伝
い
が
で

き
る
人
が
対
象
で
、参
加
は
無
料
で
す
。

※
講
義
と
は
別
日
に
現
場
体
験
も
あ
り

ま
す
。

※
全
日
程
参
加
し
た
人
に
修
了
証
を
渡

し
ま
す
。

日
程
・
内
容

▽
７
月
１
日
㈮　
制
度
説
明
、
高
齢
者

と
の
接
し
方

▽
７
月
８
日
㈮　
高
齢
者
の
病
気
の
特

徴
、
認
知
症
に
つ
い
て

▽
７
月
15
日
㈮　
高
齢
者
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

▽
７
月
22
日
㈮　
基
本
的
な
生
活
援
助

に
つ
い
て

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大

会
議
室
他（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

定
員　
15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　
６
月
10
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高
齢

者
支
援
担
当（
市
役
所
１
階
）

☎（
５
５
８
）１
２
０
５

F（
５
８
４
）３
０
９
０

kourei@
city.kasuga.fukuoka.jp

家
庭
教
育
学
級
公
開
講
座

前
傾
姿
勢
で
い
い
じ
ゃ
な
い

　
「
失
敗
や
挫
折
は
当
た
り
前
」を
モ
ッ

ト
ー
に
、
普
通
の
主
婦
か
ら
一
念
発
起

し
ゼ
ロ
か
ら
起
業
し
た
講
師
が
、
結
婚

や
育
児
、
仕
事
に
つ
い
て
明
る
く
語
り

ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

　

託
児（
生
後
６
カ
月
以
上
〜
３
歳
、

１
人
３
０
０
円
、
先
着
10
人
、
要
申
し

込
み
）、
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記（
要
予

約
）も
あ
り
ま
す
。

日
時　
６
月
19
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
：
午
後
１
時
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

１
階
サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー

24
）

講
師　
太た

ち
や
ま
刀
山
美み

き樹
さ
ん（
株
式
会
社

Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
フ
ァ
ニ
ッ
ト
代
表
取

締
役
）

申
込
方
法

▽
託
児

５
月
16
日
㈪
の
午
前
10
時
か
ら
20
日

㈮
の
午
後
５
時
ま
で
に
、
電
話
で
申

し
込
む（
市
内
居
住
者
優
先
）

▽
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

５
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
課

社
会
教
育
担
当

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０
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一般
社
団
法
人
春
日
市
体
育
協
会

熱
中
症
予
防
の
た
め
の
講
習
会

　
近
年
増
加
し
て
い
る
熱
中
症
に
つ
い

て
学
び
ま
せ
ん
か
。
飲
食
の
取
り
方
を

含
め
、
自
分
で
予
防
で
き
る
対
策
を
身

に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
、
通

学
す
る
中
学
生
以
上
の
人
、
体

育
協
会
会
員

日
時　
６
月
５
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午

前
９
時
30
分
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会
議

室
１・２（
大
谷
６
ー
28
）

内
容　
熱
中
症
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
事

講
師　
大お

お
た
は
ら

田
原
美み

菜な

こ子
さ
ん（
大
塚
製

薬
株
式
会
社
）

受
講
料　
５
０
０
円

定
員　
50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
22
日
㈰
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
伝

え
る

※
申
請
書
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.kasuga-taikyo.com

/

）

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
一
般
社
団
法

人
春
日
市
体
育
協
会

☎（
５
７
４
）９
１
３
１

F（
５
７
４
）９
１
３
８

相　

談

高
齢
者
、
障
が
い
者
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

　
公
証
人
O
Ｂ
が
成
年
後
見
制
度（
法

定
後
見
、
任
意
後
見
い
ず
れ
も
可
）や

遺
言
、
相
続
、
財
産
管
理
、
死
後
事
務

処
理
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
７
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
３
研

修
室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢

者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
筑
紫
出
張
所

☎（
９
２
１
）２
１
３
０（
F
兼
用
）

弁
理
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

　
特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商
標
の

出
願
、
訴
訟
、
調
査
、
外
国
で
の
特
許

取
得
な
ど
の
他
、
知
的
財
産
権
全
般
に

つ
い
て
弁
理
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
他
、
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
、

技
術
移
転
期
間（
Ｔ
Ｌ
О
）、
商
工
会
議

所
や
各
種
団
体
な
ど
に
対
し
、
講
師
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
指
導
員
、
相
談
員
、

審
査
員
と
し
て
も
弁
理
士
を
派
遣
し
て

い
ま
す
の
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
日
本
弁
理
士
会
九
州

支
部（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き

多
駅

前ま
え
２
ー
１
ー
１
福
岡
朝
日
ビ
ル

８
階
）

☎（
４
１
５
）１
１
３
９

F（
４
１
５
）１
１
６
９

http://w
w

w
.jpaa.or.jp/

※
相
談
受
け
付
け
時
間
は
毎
週
木
曜
日

午
前
10
時
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か

ら
３
時
ま
で
で
す
。

※
来
訪
相
談
の
場
合
は
事
前
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト

就
職
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　
賃
金
の
未
払
い
、
長
時
間
労
働
、
解

雇
、雇
い
止
め
や
職
場
で
の
嫌
が
ら
せ
、

パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
労
働
に

関
す
る
相
談
に
、
無
料
で
司
法
書
士
が

電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
困
っ
て
い
る
人
は
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
４
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
内
容
は
司
法
書
士
の
業
務
に
関
す
る

も
の
に
限
り
ま
す
。

※
６
月
４
日
以
外
で
も
夜
間（
祝
日
、

年
末
年
始
以
外
の
毎
週
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
後
６
時
か
ら
８
時
）に

司
法
書
士
が
労
働
電
話
相
談
に
応
じ

ま
す
。

相
談
電
話　
☎（
７
２
４
）９
５
０
５

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
青
年
司
法
書

士
協
議
会
司
法
書
士　
増ま

す
だ田

☎
０
９
４
０（
３
５
）７
１
２
５

F
０
９
４
０（
３
５
）７
１
２
６

全
国一斉「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所

　
６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。
特
設
相
談
所
を
開
設
し
、
あ
な

た
の
町
の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
人
権
擁
護
委
員
が
、
家
庭
内
の
も

め
ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い

じ
め
や
差
別
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　
相
談
は
無
料
で
、予
約
は
不
要
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　
６
月
１
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
市
役
所
２
階
市
民
相
談
室
・
２ 

０
１
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先　

▽
筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協
議
会（
福
岡

法
務
局
筑
紫
支
局
内
）

　
☎（
９
２
２
）２
８
９
３

　
F（
９
２
２
）３
３
４
２

▽
人
権
男
女
共
同
参
画
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
２
０
１

　
F（
５
８
４
）１
１
８
１

ま
ご
は（
わ
）や
さ
し
い

　
今
年
度
は
健
康
に
役
立

つ
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
材
の

最
初
の
頭
文
字
を
取
っ
た
語

呂
合
わ
せ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
一回
目
は「
ま
ご
は
や
さ
し

い
」の「
ま
」で
あ
る
、「
ま
め
」

で
す
。

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
環

境
が
変
わ
る
こ
の
時
期
は
、

食
欲
不
振
や
頭
痛
、
腹
痛
、

集
中
力
、
や
る
気
の
低
下
な

ど
の
症
状
が
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

　
大
豆
に
は
た
ん
ぱ
く
質
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
、
脂
質
が
豊

富
に
含
ま
れ
て
お
り
、
生
活

習
慣
病
予
防
や
消
化
不
良
、

お
腹
の
張
り
の
解
消
に
、
小

豆
は
新
陳
代
謝
を
上
げ
た

り
、
む
く
み
を
解
消
し
た

り
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
豆
類
を
デ

ト
ッ
ク
ス
効
果
の
高
い
春
野

菜
と
組
み
合
わ
せ
て
取
り
入

れ
て
、
春
を
元
気
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。
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募　

集

白
水
大
池
公
園
星
の
館

星
空
ク
ラ
ブ
１
０
期
生
募
集

　
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
星
や

宇
宙
の
こ
と
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
受
講
は
無
料
で
す
が
、
実
費
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
む
小
学
４
年
生
〜
中

学
３
年
生

期
日
・
内
容

▽
第
１
回　
６
月
11
日
㈯

　
星
空
っ
て
な
ぁ
に
？

▽
第
２
回　
６
月
25
日
㈯

　
春
と
夏
の
星
座

▽
第
３
回　
７
月
２
日
㈯

　
双
眼
鏡
を
使
お
う

▽
第
４
回　
７
月
16
日
㈯

　
い
ろ
い
ろ
な
星
た
ち

▽
第
５
回　
７
月
23
日
㈯

　
太
陽
を
見
よ
う

▽
第
６
回　
８
月
６
日
㈯

　
月
を
見
よ
う

▽
第
７
回　
８
月
27
日
㈯

　
望
遠
鏡
を
使
お
う（
土
星
と
火
星
）

▽
第
８
回　
９
月
10
日
㈯

　
星
の
こ
と
を
ま
と
め
て
み
よ
う

▽
第
９
回　
９
月
17
日
㈯

　
星
の
こ
と
を
話
し
て
み
よ
う（
発
表
会
）

時
間　
午
後
５
時
〜
６
時（
第
５
回
は

午
後
３
時
〜
４
時
、
第
６
回
と

第
７
回
は
午
後
６
時
〜
７
時
）

場
所　
白
水
大
池
星
の
館（
大
字
下
白

水
２
０
９
ー
１
７
１
）

定
員　
25
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
５
月
15
日
㈰
か
ら
５
月
26

日
㈭
ま
で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
住
所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
施
設

☎（
５
５
８
）９
０
９
９

F（
５
５
８
）９
０
２
３

starpalace@
skyblue.ocn.

ne.jp
県
女
性
海
外
研
修
事
業

女
性
研
修
の
翼　
団
員
募
集

　
平
成
28
年
度
の
女
性
研
修
の
翼
の
団

員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
人

▽
県
内
に
居
住
し
て
い
る

▽
20
歳
以
上
65
歳
以
下
の
女
性（
平
成

28
年
４
月
１
日
現
在
）

▽
団
体
や
企
業
で
男
女
共
同
参
画
な
ど

に
関
す
る
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

お
り
、
帰
国
後
も
活
動
を
期
待
で
き

る
人

※
公
務
員
や
学
生
、
過
去
同
種
の
海
外

派
遣
事
業
に
公
的
な
経
費
で
参
加
し

た
人
は
対
象
外
で
す
。

研
修
期
間　
11
月
６
日
㈰
〜
12
日
㈯

研
修
国　
ノ
ル
ウ
ェ—

募
集
人
員　
20
人（
書
類
選
考
と
面
接

選
考
あ
り
）

海
外
研
修
費
用　
30
万
円
程
度

申
込
方
法　
６
月
10
日
㈮
ま
で
に
、
申

込
書
、
推
薦
書（
団
体
）、
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

（
Ａ
４
版
用
紙
１
２
０
０
字
ま

で
）を
書
い
て
提
出
す
る

※
提
出
様
式
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http: 

//w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp/

contents/tsubasatop.htm
l

）

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
先　
市
男
女
共
同
参
画
・
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー（
光
町
１
ー
73
）

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

問
い
合
わ
せ
先　
県
男
女
共
同
参
画
推

進
課

☎（
６
４
３
）３
３
９
１

F（
６
４
３
）３
３
９
２

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

第
１
４
期
学
び
合
い
塾

　
地
域
や
年
齢
を
超
え
た
人
と
の
出
会

い
は
、
子
ど
も
を
大
き
く
成
長
さ
せ
ま

す
。
専
門
家
と
一
緒
に
自
然
体
験
活
動

を
通
じ
て
、
五
感
や
創
造
性
を
培
い
ま

せ
ん
か
。

対
象　
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

日
時　
６
月
19
日
㈰
〜
平
成
29
年
１
月

22
日
㈰

※
説
明
会
を
６
月
19
日
㈰
午
前
９
時
か

ら
午
後
０
時
30
分
に
行
い
ま
す
。

場
所　
市
内
、
新し

ん
ぐ
う宮
町
、
大
分
県
九こ
こ
の
え重

町ま
ち

内
容　
相あ
い
の
し
ま
島
島
探
検
、
原
生
林
＆
源
流
バ

ス
ツ
ア
ー
、
秘
密
基
地
作
り
な

ど
の
自
然
体
験
活
動（
全
７
回
）

参
加
費　
２
万
５
０
０
０
円（
活
動
費

実
費
、バ
ス
、キ
ャ
ン
プ
費
用
）

定
員　
30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

５
月
27
日
㈮
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

☎（
５
７
２
）８
７
４
０（
F
兼
用
）

m
anabiaizyuku@

yahoo.
co.jp

〜
目
指
せ
！
春
日
市
の
未
来
創
造
〜

第
３
期
春
日
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
参
加
者
募
集

　

地
域
の
た
め
に
何
か
や
っ
て
み
た

い
、
仲
間
づ
く
り
が
楽
し
そ
う
な
ど
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
興
味
が
あ
る
人
を
対

象
に
、
第
３
期
春
日
ま
ち
づ
く
り
カ

レ
ッ
ジ
を
開
催
し
ま
す
。

▽
第
１
回　
対
話
で
共
感
し
て
み
よ
う

「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
等
、
対
話
の
手

法
を
学
ぶ
」　
６
月
４
日
㈯

▽
第
２
回　
ま
ち
を
歩
い
て
発
見
し
て

み
よ
う
〜
ま
ち
歩
き
の
手
法
を
学
ぶ

〜
７
月
２
日
㈯

▽
第
３
回　

話
し
合
い
の
ミ
カ
タ
！

「
合
意
形
成
の
手
法
を
学
ぶ
」　
８
月

６
日
㈯

▽
第
４
回　
ま
ち
カ
レ
談
義「
思
い
の

種
の
育
て
方
を
考
え
よ
う
」　
９
月

３
日
㈯

▽
第
５
回　
夢
ト
ー
ク
カ
フ
ェ「
ア
イ

デ
ア
を
持
ち
寄
っ
て
カ
タ
チ
に
し
て

み
よ
う
」　
10
月
１
日
㈯

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午（
ラ
ン
チ
交

流
会：正
午
〜
午
後
１
時
30
分
）

※
カ
レ
ッ
ジ
終
了
後
、
ラ
ン
チ
交
流
会

を
行
い
ま
す
。
交
流
会
費
は
別
途
必

要
で
す
。

場
所　

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ぶ
ど
う
の
庭

参
加
費　
１
回
５
０
０
円

申
込
方
法　
そ
れ
ぞ
れ
講
座
開
催
日
の

３
日
前
ま
で
に
、郵
送
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
あ
る
場
合
）を
記
載
し
て
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
ま
ち
づ

く
り
支
援
セ
ン
タ
ー「
ぶ
ど
う

の
庭
」（
〒
816
ー
０
８
６
４
須
玖

北
５
ー
１
５
５
）

☎（
５
８
９
）３
３
８
８

F（
５
８
９
）３
３
９
９

info@
budounoniw

a.com

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

抽
選
方
式

　
県
内
に
所
在
す
る
県
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

　
申
込
手
数
料
は
不
要
で
す
。

申
込
期
間　
６
月
１
日
㈬
〜
９
日
㈭

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
書
を
見
て
く
だ

さ
い
。
募
集
案
内
書
は
申
込
期
間
中

の
み
管
財
課（
市
役
所
５
階
）、
い
き

い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー
１
２
０
）に

設
置
し
ま
す
。

　
数
量
が
な
く
な
り
次
第
配
布
を
終
了

し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
住
宅

供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部
管

理
課

☎（
７
８
１
）８
０
２
９

F（
７
３
７
）３
１
８
３



18市 報 か す が
平成28年5月15日

　
字
の
名
称
の
付
け
方
に
基
準
は
無
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
名
前
が
残
っ
て
い
ま
す
。
魚

に
関
す
る
地
名
は
所
々
に
あ
り
ま
す
が
、

数
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
多

い
の
は
鯰な

ま
ず
た田
や
鯰な
ま
ず
さ
こ迫な
ど
鯰
の
付
く
名
が

旧
筑
前
地
域
に
９
カ
所
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
次
ぐ
の
が
鯉
で
６
カ
所
で
す
。
身
近
な

淡
水
魚
が
多
く
生
息
し
て
い
た
り
、
鯰
や

鯉
の
目
立
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
地
名
と
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　
市
内
の
小
倉
地
区
に「
魚
ノ
目
」と
い
う

珍
し
い
字
が
あ
り
ま
す
。
旧
筑
紫
郡
内
で

は
魚
に
関
す
る
地
名
は
少
な
く
、
こ
こ
の

１
カ
所
で
す
。
場
所
は
現
大
和
町
の
陸
上

自
衛
隊
第
四
師
団
司
令
部
正
門
前
か
ら

東
南
側
の一帯
で
す
。

　

旧
筑
紫
郡
内
で
は
魚
の
こ
と
を「
ウ

オ
」で
は
な
く
方
言
で「
イ
オ
」と
言
い
ま

す
。
現
在
は「
ウ
オ
ノ
メ
」と
呼
び
ま
す
が
、

以
前
は「
イ
オ
ノ
メ
」と
言
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
辺

り
が
魚
に
関
係
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
か
、

魚
が
多
く
い
た
と
か
い
っ
た
話
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
土
地
の
形
が
魚
に
似

た
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

明
治
10
年
代
に
、
字
の
名
称
を
県
に

届
け
る
と
き
、
そ
れ
ま
で
村
の
中
で
発
音

だ
け
で
通
っ
て
い
た
地
名
を
、
平
仮
名
で
、

も
っ
と
も
ら
し
く
漢
字
に
置
き
換
え
届
け

出
た
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
時「
イ
オ
」を「
魚
」に
あ
て
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
魚
と
関

係
な
い「
イ
オ
」や「
ウ
オ
」を
考
え
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
漢
字
か
ら
地
名
の
起
源
を
考
え
る
の
は

非
常
に
難
し
い
こ
と
で
す
。「
目
」は
想
像

が
つ
き
ま
す
。
地
名
で
目
は
窪
地
を
指
す

と
さ
れ
ま
す
。

　

大
和
町
一
帯
は
沖
ノ
川（
現
在
暗
渠き

ょ
で

自
衛
隊
基
地
内
を
流
れ
る
）と
、へ
ち
ご
川

（
福
岡
市
と
の
境
を
流
れ
る
）に
囲
ま
れ
た

低
い
土
地
で
す
。

　

１
９
７
０
年
こ
ろ
ま
で
は
、
雨
が
降

る
と
福
岡
市
に
近
い
一
帯
は
よ
く
洪
水
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
土
地
の
条
件
と
地
名
の「
目
」は
よ

く
一
致
し
ま
す
。
つ
ま
り「
イ
オ
ま
た
は
ウ

オ
の
凹
地
」と
い
う
意
味
で
す
。

　
「
魚
ノ
目
」と
い
う
地
名
は
、
他
に
は
福

岡
市
西
区
宮み

や
の
う
ら
浦
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
海

岸
沿
い
で
、
春
日
市
小
倉
の
宮
浦
と
は
条

件
が
異
な
り
ま
す
。

　
春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺て

ら
さ
き崎
直な
お
と
し利

 

春
日
風
土
記

第313号

　
春
日
の
地
名
　
そ
の
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
魚
ノ
目
＝

地
域
交
流
事
業

あ
い
あ
い
広
場
参
加
者
募
集

　
障
が
い
が
あ
る
人
、な
い
人
と
も
に
、

楽
し
く
関
わ
り
理
解
を
深
め
る
交
流
事

業
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス
で
の
福
岡
市
内

周
遊
、
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
の
食

事
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象　

市
に
居
住
し
て
い
る
18
歳
以

上（
高
校
生
を
除
く
）で
、
２
日

間
参
加
で
き
る
人

日
程　
７
月
９
日
㈯
、
10
日
㈰

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

参
加
費　
２
０
０
０
円（
２
日
間
）

定
員　
障
が
い
が
あ
る
人（
手
帳
の
有

無
は
不
問
）、
障
が
い
が
な
い

人　
各
15
人

申
込
方
法　
６
月
17
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
か
直
接
窓
口
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

か
す
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
昇
町

３
ー
１
０
１
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

そ
の
他

実
施
し
ま
す

は
か
り
の
定
期
検
査

　
計
量
法
に
基
づ
き
、
は
か
り
の
定
期

検
査
を
実
施
し
ま
す
。は
か
り
を
取
引・

証
明
に
使
用
し
て
い
る
人
は
、
必
ず
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
商
店
や
事
業
所
で
、
取
引
や
証

明
用
に
使
用
し
て
い
る
は
か

り
、
分
銅
、
お
も
り

※
大
型
の
は
か
り（
ひ
ょ
う
量
が

３
０
０
kg
を
超
え
る
も
の
）の
検
査

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　
６
月
９
日
㈭
・
10
日
㈮

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
３
時

場
所　
市
商
工
会
１
階（
伯
玄
町
２
ー

24
）

手
数
料（
非
自
動
は
か
り
）

○
検
出
部
が
電
気
式
ま
た
は
光
電
式
の

も
の

▽
ひ
ょ
う
量
が
１
０
０
kg
以
下　

１
４
０
０
円

▽
ひ
ょ
う
量
が
２
５
０
kg
以
下　

１
８
０
０
円

▽
ひ
ょ
う
量
が
３
０
０
kg
以
下　

２
２
０
０
円

○
棒
は
か
り
ま
た
は
光
電
式
以
外
の
ば

ね
式
は
か
り
の
う
ち
、
直
線
目
盛
が

あ
る
も
の　
２
５
０
円

○
上
記
以
外
の
も
の

▽
ひ
ょ
う
量
が
１
０
０
kg
以
下　

５
０
０
円

▽
ひ
ょ
う
量
が
２
５
０
kg
以
下　

９
０
０
円

▽
ひ
ょ
う
量
が
３
０
０
kg
以
下　

１
５
０
０
円

○
分
銅
・
定
量
お
も
り
・
定
量
増
お
も

り　
10
円

※
最
小
の
目
量
か
感
量
が
、
ひ
ょ
う
量

の
１
万
分
の
１
未
満
の
も
の
は
、
２

倍
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
指
定
定
期
検
査
機
関

一
般
社
団
法
人
福
岡
県
計
量
協

会

☎（
９
３
９
）２
９
４
５（
F
兼
用
）

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

き
れ
い
な
け
し
の
花
に
ご
用
心

　
き
れ
い
な
け
し
の
花
を
見
か
け
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
が
、
け
し
に
は
植
え

て
良
い
も
の
と
、
悪
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
次
の
よ
う
な
け
し
を
見
か
け
た
人

は
、
以
下
の
連
絡
先
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
自
ら
が
所
有
、
管
理
す
る
土
地

に
自
生
し
て
い
る
け
し
を
発
見
し
た
と

き
は
、抜
去
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特
徴

▽
全
体
が
白
っ
ぽ
い
緑
色
を
し
て
お

り
、
毛
が
な
い
。

▽
茎
を
抱
き
込
む
よ
う
に
葉
が
生
え
て

い
る
。

▽
葉
が
大
き
く
長
楕
円
形
で
、
周
り
の

切
れ
込
み
が
浅
い
。

▽
草
丈
が
大
き
く
１
ｍ
以
上
に
な
る
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先　

▽
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
総
務
企

画
課
企
画
指
導
係

☎（
５
１
３
）５
６
１
０

▽
春
日
警
察
署

☎（
５
８
０
）０
１
１
０

△福岡市との境を流れるへちご川(大和町）
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夫婦で写真コンテストに入賞
増
ますだ
田俊
しゅんじ
次さん哲

てつこ
子さん夫妻

　夫婦で写真という共通の趣
味を持つ、俊次さん哲子さん。
　このたび、哲子さんは5月
に三重県志摩市で開催される主要国首脳会議の開催を記
念して実施された、伊勢志摩サミット「世界に届けたい
日本」フォトコンテストで優秀賞を受賞。廃校になった
学校の前で、偶然出会った子どもたちを撮影し、さりげ
ない表情を捉えたところが受賞の決め手になったようで
す。
　カメラを趣味にしたのは平成23年から。「とにかくた
くさん撮ります。今は孫の写真を撮るのが楽しみです」
と話す俊次さん。

　俊次さんは、市の祭りである春日奴国あんどん祭りで、
ゆらゆら灯るあんどんの輪の中心で楽しそうな表情を浮
かべる家族を撮影した一枚で「日本の祭り写真コンテス
ト２０１５」のグランプリを受賞。
　「今回は二人そろって、スマホ部門での受賞でしたが、
妻は直感的に、私は背景や構図を考えてシャッターを切
ります。これ
からも夫婦で
写真を撮り続
け、よきパー
トナーよきラ
イバルでいた
いです」と話し
ました。

　

春
の
人
事
異
動
で
15
年
ぶ
り

に
市
報
作
成
に
関
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
当
時
は
カ
メ
ラ

は
も
ち
ろ
ん
フ
ィ
ル
ム
撮
影
、

原
稿
作
成
に
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ

ス
ク
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
今
は
全
て
デ
ジ
タ
ル

処
理
と
な
り
、
悪
戦
苦
闘
中
で

す
。
後
輩
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
と
は
思
い
ま
す
が
、
一

つ
ひ
と
つ
尋
ね
な
が
ら
覚
え
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
▽
市
報
作
り

の
楽
し
み
と
い
え
ば
、
や
は
り

た
く
さ
ん
の
方
と
お
会
い
す
る

こ
と
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
方
の
ま
ぶ
し
い
笑

顔
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
も
元
気

を
も
ら
い
ま
す
。
世
界
に
羽
ば

た
く
若
人
、
地
域
活
動
に
励
む

自
治
会
の
方
々
、
い
き
い
き
と

過
ご
す
お
達
者
さ
ん
な
ど
、
皆

さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い
方
ば
か

り
で
す
▽
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
な

ど
も
た
く
さ
ん
配
ら
れ
る
時
代

で
す
が
、
市
報
が
皆
さ
ん
に

と
っ
て
一
番
身
近
な
情
報
誌
と

な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

志

※今回から不定期で市
内の人物にスポットを
当てた「かすがのさす
が」をお届けします。

■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時〜16時／市役所／第1水曜日9時以降の平
日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月〜金曜日／10時
〜12時15分、13時〜16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111（代表）
国の行政に関すること／第4火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所　☎（622）0403　☎（643）3168
月〜金曜日／9時〜17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆春日市子ども・子育て相談センター　☎（584）1015 F（501）0051
月〜金曜日／8時30分〜17時／いきいきプラザ

◆児童虐待相談　児童相談所全国共通：189（いちはやく）
◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月〜金曜日／9時〜16時／福岡県ひとり親家庭等就業・自立
支援センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069

※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。
月〜金曜日／8時30分〜17時
人権
◆定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201
第1火曜日／10時〜15時／市役所2階市民相談室（予約不要）

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日／8時30分〜17時／じょなさん

◆ちくし女性ホットライン（暴力・DV・セクハラの相談）　☎（513）7335
月・水〜金曜日12時〜19時／土曜日10時〜 17時（祝日、年末年始
を除く）
◆福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日／9時〜17時（祝日を除く金曜日のみ18時〜20時30分）
／福岡県男女共同参画センター（8月13〜 15日、年末年始を除く）
不安・悩みごと
◆福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」
　☎（632）7830　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜17時45分
◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時〜16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（http://www.inochinodenwa-net.jp)

◁
受
賞
の
報
告
を
す
る
増
田
夫
妻



奴
国
写
真
館

奴
国
写
真
館

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
　
☎（
５
０
１
）１
１
４
４
　
F（
５
７
３
）１
０
７
７

　
甑
は
、
穀
物
を
蒸
す
た
め
の
調
理
道
具
で
す
。
か
ま
ど
で
火

を
た
き
、
胴
長
の
か
め
で
湯
を
沸
か
し
、
そ
の
上
に
甑
を
乗
せ

て
蒸
気
で
穀
物
を
蒸
し
て
使
い
ま
す
。
甑
の
底
は
、
蒸
気
を
通

す
た
め
に
複
数
の
穴
が
開
い
て
い
る
も
の
や
、
底
が
な
く
中
央

に
棒
状
の
支
え
を
付
け
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
側
面
に

は
角つ

の

の
よ
う
な
形
を
し
た
取
っ
手
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
甑
は
、
ト
バ
セ
遺
跡（
大
谷
３
丁
目
）と
い
う
奈
良
時
代

の
竪
穴
住
居
跡
か
ら
、胴
長
の
か
め
と
一
緒
に
出
土
し
ま
し
た
。

底
に
棒
状
の
支
え
が
あ
る
た
め
、
恐
ら
く
簀す

の
子こ

を
入
れ
て
食

材
を
蒸
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ち
な
み
に
こ
の
頃
の
庶
民
の
食
事
は
一
汁
一
菜
で
、
主
食
は

玄
米
、
ア
ワ
、
ヒ
エ
な
ど
の
穀
物
、
お
か
ず
は
青
菜
や
山
菜
な

ど
を
ゆ
で
た
も
の
、
ワ
カ
メ
や
ア
ラ
メ
な
ど
の
海
藻
の
汁
物
と

塩
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
倉
地
区
の
文
化
財

〜
ト
バ
セ
遺
跡
出
土
の
甑（
こ
し
き
）〜

△トバセ遺跡から出土した甑

市
報

平
成

28年
5月

15日
号

  №
1069　

発
行

／
春

日
市

〒
816−

8501 福
岡

県
春

日
市

原
町

3−
1−

5
 http://w

w
w

.city.kasuga.fukuoka.jp/

編
集

／
春

日
市

秘
書

広
報

課
広

報
広

聴
担

当
☎

092（
584）1111（

代
表

）　
F

092（
584）1145

 info@
city.kasuga.fukuoka.jp

〈広告欄〉 広告に関するお問い合わせ先　㈱ホープ　☎ 092（716）1404

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

市
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

か
す
が
く
ん


	表紙
	春日市文化協会　会員募集
	一般廃棄物処理基本計画を策定しました
	策定しました　春日市地域しあわせプラン２０１６
	市からのお知らせ
	トピックス
	情報ひろば
	春日風土記
	相談窓口／かすがのさすが
	奴国写真館

